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第１５号 

     

      

ＴＯＵＣＨ（タッチ）の活動をご紹介します 

     発行元   

NPO法人  

自閉症くらし応援舎 

ＴＯＵＣＨ  広報部  
福岡市東区箱崎１-１９-９ 

優箱崎ビル1Ｆ2号  

Tel＆Fax(092)632-8150   

HP 

http://www.npotouch.jp/              

E-mail 
npotouch@ybb.ne.jp 

療育 PLT教室 

平成２６年度  生徒募集  

気軽に集い情報交換もできる学習会、懇親会を、予定しております。 

☆日時・内容は決まりしだいHPへ掲載いたします。またはお電話でお問い合わせください。                     

療育 ＰLT教室  発達検査と評価・個別療育指導教室  

地域活動支援センター スマイルポッケ（特性に応じた支援通所施設） 

個別相談・・・ 障がいに関する個別相談 

正会員・・・・・年会費4,000円  

賛助会員・・・年会費： 個人2,000円  [何口でも可] 、団体10,000円  ［何口でも可］  

        ※ご希望の方にはメールにて情報配信サービスがございます          

   相談（初回相談は無料）・利用料はホームページに掲載中です。 

             詳細・ご予約は、お電話にてお問い合わせください。 

             予約受付時間：９：３０～１７：３０ 

 PLT教室では、自閉症・発達障がいのお子さん 

とのマンツーマンでの療育を行っています。 

 お子さんの困り感を少しでも減らせるように、 

ご家族と相談しながら、認知・コミュニケーション・ 

余暇・自立・ソーシャルの各領域の必要なスキルを 

伸ばすお手伝いをいたします。 

 TEACCHの理念を元に、保護者と支援者は、お子さんに対する「協働セラピスト」と考

えます。ご本人の専門家であるご家族と、療育・心理の専門家である支援者との、情報

共有・意見交換を大切にしながら、ご本人やご家族の毎日が上手くいくようサポートして

いきます。平成26年度は、まだ若干の空きがありますので、お問い合わせください。 

 療育に関わるスタッフには、臨床心理士がおりますので、療育枠以外でのご相談（電

話・来所／要予約）も承っております。ご家族が安心されると、ご本人にも良い影響が得

られることと思います。 

心が重たくなったときは、ぜひお気軽にご利用ください。 

地域活動支援センター 

    スマイルポッケ 

  ＴＯＵＣＨは、自閉症や発達に障がいのある方やその家族の方が地域で幸せに
暮らせるために、お手伝いをしたいと福岡市東区箱崎で活動しています。 

        自閉症支援に興味のある学生さんやボランティアさんも大歓迎です。  

お気軽にお立ち寄りください。  

学習会・懇談会 

療育で作成、ペーパークラフト作品 
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ＰＬＴ教室だより 

自閉症・発達障がいの方々への対応は、 

『Simple（簡潔に）・Clear（明確に）・Visual（視覚的に）』 
の３つのキーワードを基本に行うとよいとされています。 

PLT教室では、お一人お一人の特性に合わせた、目で見て分かる支援を行っています。 

今回は、生徒の皆さんとお勉強をするときに、実際に使用しているものを、一部ご紹介いたします。 

スケジュールの遂行： 
余暇（調理）後の流れ 

手順の理解： 
買い物学習時 

スケジュールの遂行：  

来所時の流れ 

手順の理解： 
クッキングのレシピ 

手順の理解： 
ゲームのルール 

オセロ 

ばばぬき 

毎回同じ流れではありますが、スケジュールで
一項目ずつ確認するようにしています。 

安定しているとき不安定なときに関わらず、指示
がなくても必要項目を忘れたり脱線したりせずに、
自立して行動することを目指しています。 

特別な活動の際は、見通しがつきにくいため、そ
の場で必要とされる行動や言葉（要求・報告など）、
活動場所を順番通り提示しています。何より支援
者も段取りを覚えやすいので、一石二鳥です。 

クッキングは、安全に、楽しく進めるために、
支援者が事前に試作をし、ご本人がわかり
やすい手順や必要な支援を検討した上で、
手順書を作成しています。前のセッションで
はご本人と一緒に手順を確認し、さらにご
家庭でも再確認していただきます。 

きめ細やかに準備を行うことで、ご本人にと
っての楽しい時間になるだけでなく、成功体
験や自信にもつながります。 

支援者とのコミュニケーションや、 

ソーシャルスキルの獲得、余暇を目
的としてゲームを取り入れています。 

ルールや順番を守りながら楽しく進
められるように、ゲームには手順書
をつけています。文字の影響力は強
いようで、勝ちにこだわってルール
違反しそうなときも、指差すことで、 

はっと気づいて守ることができます。 

 

 
 

ご本人の特性に合わせて、お店まで
の道順や買い物の手順をリスト式や
めくり式にして提示しています。 
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コミュニケーションツール： 
要求カード（課題中のヘルプ） 

いつも机の上の見えるところに置いています。 

 ・わからないとき→「おしえてください」 
 ・上手くいかないとき→「てつだってください」 
 ・トイレに行きたいとき→「トイレにいっても                 

                 いいですか？」 

コミュニケーションツール： 
要求カード（調理中のヘルプ） 

会話の視覚化： 
『先生とお話したいこと』 

視覚的に提示することで、口頭での指示によって起こる音刺激への抵抗や、理解のズレによる誤学習、注意さ
れたという失敗体験、見通しがないことへの不安、課題の脱線などを防ぐことができます。 

しっかりした枠付けをすることで、今すべきことが明確になり、安心して力を発揮することができるようです。 

ご本人が療育の場面で、決められたルールの中で自立して課題に取り組み、安定して過ごせるよう、オーダー
メイドでの視覚支援を行っています。 

手順の理解： 
組み立て課題 ／ 作業 

重さはかり 

フリーキューブ 

時間の管理： 
自立課題の時間提示 

時間の管理： 
遊び・片付けの時間提示 

手順の確認： 
トイレのチェックリスト 

調理など要求が出やすい場面で
は、いろいろなバリエーションの
カードを作ってみました。 

 ・トイレに 行きたいです 

 ・手伝って ください 

 ・材料が たりません 

 ・おしえて ください 

 ・まぜて ください 

 ・やけたか 見てください 

 ・ぼくが します 

 ・取って ください 

 ・～を ください 

『あそびの時間は○時まで』と伝え
ると、そこからご本人のペースで片
付け始め、終了時間が伸びてしま
う方に、あそびの終了時間、片付
けの終了時間、トークン（ご褒美）
のもらえる時間を分けて、視覚的
に伝えるようにしました。 
 

スケジュールの切り替えが難しい
方には、時計に終わる時間を示し、
時間を意識して動いてもらいます。 

話が脱線したり、一方的になってしまいやす
い方には、会話の順番や内容を視覚的に示
しながら、コミュニケーションを取っています。 

課題の場面や身辺面
で、視覚的に手順や
やり方を確認できるこ
とで、自立して取り組
める場面が増えます。
これらの経験が、ご本
人の達成感や自信に
つながります。 
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我が家で行った視覚支援は写真に撮ったカードでした。 

子供が小学生になった今は文字も読めるようになり、単語理解が進んできたので文字で予定を示すことが 

増えました。 

 

まずは予定がわかって安心できるよう、カレンダーに予定をカレンダーに書き込みました。 

当時頭を洗うのがとても苦手で、頭を洗うと告げると泣き叫んで風呂にも入らない勢いだったので 

曜日を決めて頭を洗うという予定をカレンダーに書き込みました。 

すると、覚悟を決めてくれたのかすんなりと頭を洗わせてくれ、泣くこともなくなりました。 

今では、私が忘れていると、自分から「頭を洗います」と伝えてくれるようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは学校で先生にしてもらったものです。 

家に帰って宿題をする時間がなく留守家庭で宿題をしてもらうため、 

宿題を挟むファイルにかいてもらいました。きちんと一人でできる課題を出してもらい、 

今ではしっかり習慣化してます。 

    

    に 

「あたまをあらう」 
と書いてあります 

  

     に 

「しゅくだいファイル（るすかていで がんばる）」 
と書いてあります 

 

～ご家庭から～ 
 

 ご家庭でのスケジュール遂行や身辺的なスキルの獲得に関しては、療育での机上の課題のみでは 

 限界があることもあり、ご家庭と密に情報を共有することや連携することがより必要となっていきます。 

 

 Aさん（小学生の男の子）のお母様は、昨年度からご家庭でも視覚支援を始められました。 

 一つ一つ丁寧に対応されていますので、皆様のご家庭での取り組みのヒントになることと思います。 
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ご家庭での数々の視覚支援のお蔭で、目新しい活動や特別な活動に抵抗があったAさんも、事前に 

カレンダーや一日の予定を確認することで、見通しを持つことができ、不安定になることが減ったようです。 

苦手な予防注射や歯科検診、洗髪も視覚的に提示されることで、心の準備ができるようで、覚悟を決めて 

行かれるようになりました。 

また、スケジュールに選択肢を作ることで、療育に車で行くか電車で行くか、療育後どこに行きたいか、何を 

食べたいかなどの意思も伝えられるようになり、ご家族とのコミュニケーションにも役立っているようです。 

ご家庭や留守家庭での遊びの切り上げがうまく行かないことが多かったようですが、ご本人に選択して 

もらった終了時間をスケジュールに入れておくことで、ご自身の選択に責任を持って時間を守られるように 

なったというエピソードもありました。 

ご本人の特性を理解された上で、さまざまな工夫をされ、丁寧に関わっていらして、感服いたします。 

ご家族の温かく、細やかな配慮によって、ご本人が安心して過ごされ、自立して動かれている様子を伺うと、 

ご本人に関する一番の専門家は、やはりご家族でいらっしゃるなぁと、こちらも勉強させていただく日々です。 

皆さんの参考になるのなら・・・ということで、お忙しい中、報告してくださいました。ご協力に感謝いたします！  

左下の写真は、その日1日の予定を示したものです。いつどこに行くのか分かっていた方が安心かと作成して
みました。 

右下の写真は、次の日の学校の準備が自分でできるようになって欲しいと思って作ってみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我が子も夫々のツールを見ると、なにをするか分かって安心なようで、よく覗いています. 

最近は慣れて、「何時にお迎えをしますか？」と聞くと６時と答えてくれるようになりました。 

私たち大人も予定を書き出すことで、頭が整理されとても行動しやすいので一石二鳥です。 

左下の写真は玄関に置いている3つのやることです、 

朝は私たち親も出勤にむけ時間がないので、自分でチェックできるように鏡の前に置いています。 

朝は時間との勝負なので本当に自分でできるようになって助かってます。 

右下の写真は、自分で歯磨きをする気が弱かったので作ってみました。 

歯磨きカードをつくると、よくイメージできるようになったのか楽しんで歯磨きできています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

困ったことが起きたらその都度視覚的にわかりやすく、できるだけ簡単に作成してます。 

子供はタッチを含め様々な方々のご支援で、 

安心した生活を元にマイペースではありますがお兄さんらしく成長しています。 

この部分を10数えながら 

磨きます。 
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スマイルポッケの毎日 

【利用者さんの様子】 

 スマイルポッケも少しずつではありますが、利用者の方が増えています。 

利用の仕方も、週に1回の人もあれば、2～3回の方、毎日来られる方と 

様々です。 

 皆で顔を合わせることはあまりありませんが、それでもお互いのことは意識されています。少し 

休みが続くと、｢心配ですね｣と利用者さんからの声が聞かれます。 

 また、他の利用者さんが作業している様子を見て、同じようにやってみたいと要望を出される方 

もありました。意識されていないようで、しっかり周りを見ているのがスマイルポッケの利用者さん 

です。 

 また、昨年の3月に就職を決められた方もいらっしゃいます。 

 お仕事はご自分で見つけられたのですが、スマイルポッケに来られた約1年間の中で生活のリ 

ズムがつき、就職することに自信を持たれたようです。その結果、見事お仕事が決まりました。 

現在は忙しく、なかなか顔を見せていただけませんが、身体を壊さずに頑張ってもらいたいです。 

【作業について】 

 現在、外部からの仕事を4つの会社から請けています。有難い事に、仕事が 

途切れずに続けられています。仕事が途切れ無い事が、一番大切です。 

仕事がなくなると利用者さんもすることがなく生活に張りが出ません。少しでも 

お仕事がいただけること、これが一番です。 

けれども、納期が厳しくてはこれまた大変なことになります。幸いなことに、スマイ 

ルポッケが関わらせていただいている会社はこちらのペースにあわせていただけ 

るところが多く、これまた感謝・感謝です。 

 スマイルポッケでの作業には作業班というものがありません。一人の方が、一日 

同じ作業をするのでなく4～5つの作業を量や時間を決めて行っています。 

そのため、数種の作業が必要ですが現在のところ何とか確保できています。 

 他にも、自主製品としてポチ袋･和紙封筒･カードやハガキなどがあります。 

年末にはポチ袋の大量注文を受け利用者さんと共に嬉しい悲鳴をあげました。昨
年のバザーで製品を手にされた方からの注文でした。昨年は香椎浜イオンや市
役所前広場など、今まで出店したことがないところでの販売が続き、新たに製品を
買っていただくことができました。 

 今後も、新製品の開発を含め作業も広げていきたいと考えています。 

【土曜日】 

毎月第１・３・５土曜日に活動しています！ 

時間は、10:00～14:00までです。 

現在の利用者は、男性3名・女性2名です。 

昨年はみんなでカラオケやボウリングに行ったり、 

餃子やたこ焼き、クッキーなどを作りました。 

毎回、わきあいあいとした雰囲気で活動しております♪ 

シャボン玉入れ 

箱組立・お菓子入れ 
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スマイルポッケの新製品 

お年玉、お祝い、お礼に！ 

金・銀箔をちりばめた 

「もみ和紙」に 

鮮やかな友禅和紙で 

アクセントを付けた 

のし袋です。 

 

【プリザーブドフラワー】 

退職祝いや結婚祝いなどに 

プレゼントしてみてはいかがですか。 

【ポチ袋】 

【アクリルたわし】 

【アイロンビーズマグネット】 

【フラワークリップ】 

  大１個入￥１００    小２個入￥１００ 

 

クリスマスやお正月、ひな祭りバージョン等 

季節限定で販売しています！ 

その他、消防車、パトカー、車、フルーツ等、
定番の商品も大人気です♪ 

 

可愛いお花が
付いたクリップ
(マグネット付） 

２個入り 

￥１００ 

 

バザーで販売していたポチ袋を気に
いってくださった方から大量注文があ
りました。 

 

  その数、なんと５５０個！ 
 ありがとうございました。 

３枚入り 

１個 ￥１００ 

 ￥３,０００～１０,０００ 

【松ぼっくりツリー】 

 １個￥６,０００ 

イチゴやどんぐりなど、 

可愛いアクリルたわしがたくさん！！ 

キッチン周りやお風呂掃除に最適です！ 

      １個   ￥１００～２００ 

 

  結婚式の、両家への 

花束として注文を受けた 

   ♥ プリザです ♥ 

大きな松ぼっくりに、可愛い柄の 

玉を入れて、クリスマスツリーに。 

和柄の玉を入れると、お正月の 

飾り物。 

色々アレンジできます。 

     １個 ￥３００～８００ 

 

お子様にも、大人の方にも人気
です。 
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教授 の徒然 

  

 

 

偶然が重なって今がある                    

                                       福岡教育大学教職大学院教授 納富恵子 

 

  むかしむかし３０年前のお話です。子どもの精神科医になろうと思って 

精神科医に入局を希望すると「今年は希望者が多いし（１０人も集まり）、 

九大卒の人は外の病院で研修」と言われ、医師免許を取ったばかりの 

新米医師の私は、初めて佐賀の国立肥前療養所に赴任した。十年ぶり 

の研修医ということで、先輩医師や看護婦さん心理の先生方に歓迎され、 

たくさんのことを教えていただいた。副院長さんとさらに指導医と２人の 

厳しくも熱い指導で、身体科から一般精神科、子どもの精神科や発達障害など、多様な病気の診断や治療や

地域での支援を学んだ。またくじゅうや黒髪山、虹の松原などでおこなわれていた自閉症の子どもたちとのキャ

ンプに、教育学部の教授の方や学生さんと参加し、すっかり子どもたちに魅了された。一言もお話ししないけれ

ど、居眠りした私をひっかいて起こしてくれた子。ダンスやカラオケが大好きな元気な子。散歩の途中で滝にむ

かって急に走り始めてはらはらさせられた子。大変であるけれど、とても個性的な子どもたちにひかれた。一方

で、子どもたちの特性や適切なかかわりをわかって参加できたら、もっと楽しいキャンプになるのにとも感じた。 

 その後旧来の精神科で行われていた治療に満足できず米国のノースカロライナ大学で開発されＴＥＡＣＣＨの

トレーニングの研修を受けたのも佐賀での経験があったからだ。米国の自閉症児への教育プログラムの研修

は、特性の理解、個別化、教育計画、効果的な指導、保護者との連携など必要なことを５日間で学び実際に関

わり実習できる優れた物だった。わずかな日本語しか話せないＴＥＡＣＣＨのトレーナーが子どもたちと気持ちを

通わせ的確に教えることができること、現実的で具体的な提案ができる実践的な指導力に圧倒された。こんな

指導者に近づきたいと強く思った。 

 精神科医として学校で苦労している発達障害の子どもたちにもたくさんであったことで、もっと学校の先生が

子どもたちのことをわかってくれたら、きっと大きく未来が変わる。そのような想いをいだいて九州で唯一の教員

養成単科大である福岡教育大学で研究し教えるチャンスがいただけた。そしてまた２０年が過ぎた。研究はま

だまだだと反省ばかりだし難しい出来事に直面することも多い。しかし、卒業生や修了生が学校や支援の現場

でがんばっていることにいつもはげまされている。子どもたちと家族の方々は、私と学生に多くのことを教えてく

ださった。本当に感謝するばかりだ。 

 そして今年の５月からしばらく東京大学先端科学技術研究センターでテクノロジーの活用について学ぶ機会

がいただけた。もう一つ教える力をつけて福岡に戻ってきたいと思っている。 
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「きょうだい児サークル」すてっぷ            ボランティア代表 大堂 直幸 

「きょうだい児サークル」 すてっぷ 

１０年間 ありがとう ございました! 
＝ 「すてっぷ 」とは ＝ 

 平成13年に自閉症児の親の勉強会として発足したTOUCHが、障がいを持つ子どもだけでなく、兄弟姉妹の支援の重要

性を考えていたところ、後に「すてっぷ」代表をしていただくことになる大堂さんとボランティア仲間の方々が、親たちの思い

に賛同。 TOUCHの活動の一環として、平成15年7月の第1回レクレーションを皮切りに、自閉症児の「きょうだい児サーク

ル」ステップ（カタカナ表記）がスタートしました。同じ立場の仲間との出会いの場、家族から離れて自分自身を出せる場とし

て、原則月１回の活動が定着し、宿泊キャンプや旅行も企画していきました。 

 活動を続ける中で、他の障がい児の保護者からの参加のニーズも増え、平成19年5月に、「きょうだい児サークル」すてっ

ぷ（ひらがな表記）として、TOUCHから独立し活動をすることになりました。 

 その後、TOUCH会員のきょうだい児がボランティアとして参加したり、広報などで連携していました。 

 「きょうだい児サークル」すてっぷ、平成26年3月２２日 最終日 

 2013年7月から約10年間、多くのボラさんに助けられ、多くの保護者に支えられ、そして多くの子供たちの笑顔が糧となり、
この活動を続ける事が出来ました。 

 「もっとこうすれば良かった」「こんな事も出来たんじゃないか」などなど・・・反省点も後悔する事もたくさんあります。でも、
何より一番大きいのは「楽しかった！」です。 

 すてっぷは「きょうだい児」サークルです。でも、私たちは活動の中で、その事を特に意識しない様にしようと、活動開始当
初から決めていました。活動時も、そういった話はほとんどしていません。そうする事で、きっと参加する子供たちは、「○○
くんのきょうだい」という肩書きから解き放たれ、1人の個人として自分を意識することが出来るし、自然と兄弟姉妹と向き合

えるようになるのではないかと考えたからです。事実、打ち解けるに従い、自分の兄弟姉妹の事を、子供同士、またはボラ
さんに対し、話してくれる子がたくさんいました。 

 数は多くないものの、全国には他にも「きょうだい児」を支える団体があります。その中には、自分の兄弟姉妹について                      
「きょうだい児」達が語り合うプログラムもあるようです。それも1つの活動形として、きっと良いものだと思います。でも、すて
っぷはこれで良いのだと確信しています。 

 10年間の写真を最初から見直して、みんなの表情を見て、それを本当に確信しています。 

 TOUCHのサークルとして「ステップ」設立に関わらせて頂き、その後も活動に携わり続ける事ができて、本当にありがたく

思っております。途中から「すてっぷ」に名称を変更し、自閉症に留まらず障がい児の「きょうだい児」をサポートするサーク
ルへの変わりましたが、TOUCHには後方支援という形でご協力を頂きました。10年間、本当にありがとうございます。 

 今回、一旦活動を終了する事となりましたが、私の力が続く限り、年に1回くらいは同窓会という形で集まれたらと思って
います。 

 最後にもう一度。「ステップ」、そして「すてっぷ」を支えて下さった皆さん。参加してくれたボラさん。送り出してくださった保
護者の皆様。そして参加してくれた子供たち。この活動は私の宝物です。みなさんの人生にとっても大事なものの１つとな
れば、私は幸せです。 

 長い間本当にありがとうございました。          ステップ、すてっぷ代表 「ちょっこー」こと 大堂直幸 

最後の活動で、以前の子供として参加していた人たちが5名参加してくれました。 

また、ステップ立上当時のボラさんが子供を連れて参加してくれたり、忙しく参加が難しいボラさんや、 

他県に住んでいるボラさんも参加してくれました。 



＝編集後記＝ 広報紙の発行が、2年間できず大変申し訳ございません。法人として各事業の充実を目指し活動続けております。 
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    ２０１４年４月 まで 

助 成・寄付 

賛助会員 ●団体  社会福祉法人 明日へ向かってワークショップたちばな、医療法人鮫島病院  

     ♪皆様の温かいご厚意は、TOUCHの活動で大切に使わせていただきます。 ゆうちょ振替口座01790－0－117757 

 福岡市地域活動支援センター運営補助金、  トヨタ自動車九州株式会社、 

 福岡県共同募金会、 ジャスコ香椎浜店（イオン幸せの黄色いレシート）、 海老原俊恵    

 福岡地域労働者福祉推進協議会、 瀧井正人、 小西憲次                                 

助成、寄付を頂きました皆様、賛助会員の皆様、 

ご協力ありがとうございました。心より御礼申し上げます 

●個人 

福田多美枝   井戸正彦    前山直子      小西ひとみ     小泉文代    小池ユキ子    阿部房子    

古賀光江     大西睦子      座間味千賀子  江上しのぶ    中原信明    今井美和    伊波玲子   

杉野博子     影山奈美子    神戸金貴        神戸絹江           海老原俊恵   吉田ひとみ       荒木美佐保   

三浦初音       山本美智子    諸永安史             日下部真理子  滝井登         友寄文子      佐藤はる香 

副島雅子       岡本幹子      猿川京子        猿川隆文         猿川明子          徳永真由美    樋田勝   

大藤文子      舩越勝子       金子重之             秋田園枝         秋根亜希子   鮫島仁彦      鮫島葉子   

鮫島卓也            馬場由紀子   小西稔             安東恵子         安東剛         安東香代           時任イツ子 

鮫島哲也       鮫島文子       小沢明             小澤勝一         小川正祺     中島久               時任義治  

時任義裕        時任キヨ       小林仁             小林みえ子       緒方俊一          緒方昌子      相川清治     

相川節子      神戸邦男           神戸貞雄         神戸郁江         東間一喜       内田博昭    神戸洋子   

神戸修身      神戸守雄      松本郁子              作道由美子            松雪綾子     小山淳旨    神戸万貴子   

書籍のご紹介 

どうか忘れないでください、 

子どものことを。 

   
 著者 佐々木正美 

価格：1,296円 

 

 

不朽のロングセラー 

『子どもへのまなざし』の著者が、 

これからを生きる親子のために
心を込めて書き下ろした、 

感動の育児書。 

自閉症スペクトラムの子を 

育てる家族への理解 

               監修 梅永雄二 

取材・文 原 佐知子 

価格：2,052円 

 
支援者や教師が知ることの難しい、 

自閉症スペクトラムの子どもとともに 

暮らす家族の声やその想い。 

家族たちの語りや手記、アンケート調査を
通して、その家族たちの気持ちをどう理解し、

支援につなげるべきかを考える。 

学校コワイ 

 
ぶん よつば もこ 

      え   かしだ あゆみ 

価格：1,080円 

 

 

自分のことをどう表現したらいいのか
わからない当事者と、 わかりたいけ

れど、どう理解していいのかわからな
い親御さんや先生をつなぐ、とても大

切な意義深い本です。 

 

           （順不同・敬称略） 

http://fromavillage.cart.fc2.com/ca12/294/p-r-s/
http://fromavillage.cart.fc2.com/ca3/254/p-r-s/

